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１. ラミネートの製品規格  

 

　

　　

ラミネート（本体）

　

　　

　

　　

厚さ(mm)

　

　　

本体寸法(mm)

　

　　

幅３３３㎜×長さ１,０００㎜　

　　

５.４㎜

　

　　

1
4
3
㎜
（
働
き
寸
法
）

1-1-1 ラミネート製品一覧① 

    

　

　　

スターター：ラミネート（本体）を使用

　

　　

01

働き寸法(mm)

　

　　

幅１４３㎜×長さ１,０００㎜

　

　　
坪当り重量

　

　　

３８.５ｋｇ

　

　　

＊サイズ及び重量には、多少のバラツキがあります。　　

スターター部分

表 面

1000

3
3
3

1000

3
3
3

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

LAMINATE 

カットライン

１枚当り重量

　

　　

１.６７ｋｇ（２６.８ｋｇ/c）

　

　　

坪当り枚数

　

　　

約２３枚（㎡当り７枚）

　

　　

１ケース枚数

　

　　

１６枚（約２.２５㎡）

　

　　

厚さ(mm)

　

　　

本体寸法(mm)

　

　　

幅３３３㎜×長さ１,０００㎜　

　　

５.４㎜

　

　　

働き寸法(mm)

　

　　

幅１４３㎜×長さ１,０００㎜

　

　　



　

１. ラミネートの製品規格（現場調達品）
   

　

　　 　

　　

1-1-2 ラミネート製品一覧② 

    

　

　　

02

手打ち用(シングル釘／参考写真)

　

　　

シングル釘２５㎜以上(平部用)

　

　　

シングル釘４０㎜以上(棟部用)

　

　　

長さ

　

　　

使用部位

　

　　

２５㎜以上

　

　　

４０㎜以上

　

　　

平部

　

　　

棟部、平部(カバー工法時)

　

　　

釘打ち機用(シングル釘／参考写真)

　

　　

コイルネイル３２㎜以上(平部用)

　

　　

使用部位

　

　　

３２㎜以上

　

　　

４５㎜以上

　

　　

平部

　

　　

　

　　

棟部、平部(カバー工法時)

　

　　

コイルネイル４５㎜以上(棟部用)

　

　　

シングルセメント　

約６㎡／本

　

　　

正味量　　

入り数　　

使用量

　

　　

３３０ml／本（３３００ml／箱）　

１０本／箱　

長さ

　

　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

LAMINATE 

シングルセメント

専用釘

　

　　

専用釘

　

　　

長さ=２５㎜以上：太さ＝２.７㎜以上：釘頭９.５㎜φ以上 （平部用）

　　

現場調達品

　

　　
水切板金

　

シングル釘（手打ち用）

　

　　

ルーフィング

長さ=４０㎜以上：太さ＝２.７㎜以上：釘頭９.５㎜φ以上（棟部用）

　

　　

屋根勾配は原則３.５寸以上、１７寸（約６０°）以下としてください。

　勾配が２.５寸以上、３.５寸未満（緩勾配）の場合は、流れ長さ１０ｍ以下としてください。

　多雪地域（垂直積雪量がおよそ１００ｃｍを超える地域）においては ３.５寸以上、１７寸（約６０°）以下

ガルバリウム鋼板等

ケラバ板金用芯材

　

１５×３０等

カラーステンレス釘
板金材と同色で調達してください。

棟端部用釘も屋根材色に合わせ調達してください。 　　

としてください。

多雪地の場合、断熱欠損によるスガモレが発生する場合がありますので、適切な小屋組まわりの

断熱処理をほどこされた後、屋根下地を施工するようにしてください。

勾配

　
２.５/１０ ３.０/１０ ３.５/１０ ４.０/１０ ４.５/１０ ５.０/１０ ５.５/１０以上

１０ｍ以下

片面粘着式防水紙
ＪＩＳ　Ａ６００５　適合品以上

ＪＩＳ　Ａ６００５　適合品以上下地防水紙

　　

２０ｍ以下

１０ｍ以下 １５ｍ以下 ２０ｍ以下

片面粘着式防水紙　ＪＩＳ　Ａ６００５　適合品以上

　　

一般地域

多雪地域

最大流れ長さ

最大流れ長さ

下葺材施工

下葺材施工

勾配と最大流れ長さ
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ケ
ラ
バ
水
切

谷板水切（小）

Ｙ-５０３

雨押水切７０

Ｙ-４０１

ケラバキャップ

右（Ｙ-６８０）

左（Ｙ-６８１）

雨
押
水
切
・捨
板
水
切捨板水切

Ｙ-５７３

谷
板
水
切

長さ：１８２０㎜

18
20

長さ：１８２０㎜

長さ：１８２０㎜

18
20

18
20

7
0

右（Ｙ-６８０）

100

1
8

63

5

60

6
0

商品名

軒先唐草Ｔ

ＹＳ-１１５

＊軒先唐草Ｒ（ＹＳ-１１０）

ケラバ水切６０

Ｙ-２０２

＊ケラバ水切７０（Ｙ-２５１）

２. 板金製品説明（現場調達品）
  

2-1-1 板金商品一覧①

 　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

重ね葺き用軒先水切

ＹＳ-１１８

重ね葺き用ケラバ

ＹＳ-２１７

軒
先
水
切

LAMINATE 

18
20

長さ：１８２０㎜

長さ：１８２０㎜

長さ：１８２０㎜
35

18
20

90°

2
0

15

長さ：１８２０㎜

形　状

80 8
5

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

101
1
5

97

6

ブラック

140

1
8

6

30

10

7
0

110

6

100

158°

ブラック

ブラウン

グレー

ブラック

ブラウン

グレー

ブラック

ブラウン

グレー

カラー（材質）

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ブラウン

グレー

80

15

3
5

2
0

70

90

90°

60
°

90

80

35

ブラック

ブラウン

グレー

ブラック

ブラウン

グレー

6
0

ブラック

ブラウン

グレー

断面詳細
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商品名 断面詳細 カラー（材質）形　状
長さ：１８２０㎜

長さ：５１０㎜

長さ：６００㎜

省
施
工
部
材

片流れ棟（参考図）

KN-A１５０

＊現場状況により異なる

壁止まり（右／左）

Ｙ-４２０／Ｙ-４２１

＊捨板水切加工でも可

壁際捨水切Ｂ（右／左）

Ｙ-４３０／Ｙ-４３１

＊捨板水切加工でも可

1
0
0

10
0

130

45

1
0
0

10
0

171

棟巴２４ 

Ｙ-６０１

60

104

600

510

80

104

104

18

24

126

隅巴２４

Ｙ-６１０

棟包２４

Ｙ-３０１

２. 板金製品説明（現場調達品）
  

2-1-2 板金商品一覧②

 　　

●水切板金（板金仕様：ガルバリウム鋼板）

＊積雪地域等でご使用の場合は、下記サイズより大きくなる場合があります。

　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

LAMINATE 

棟
包
・片
流
れ
棟

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ブラウン

グレー

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ブラウン

グレー

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ブラウン

グレー

ガルバリウム鋼板 ０．３５㎜

ブラック

ブラウン

グレー

150

190

18
30
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軒先唐草

２００
㎜以
上

増張り

     

２００㎜以上

捨張り

【 確認① 】 ●ルーフィングの重ねが上下逆になっていないか確認してください。

　　　　　　   ●破れや切り傷がある場合は防水テープ等で補強してください。          

【 確認② 】 ●ルーフィングの壁際立ち上がりの確認をしてください。

　　　　　　   ●流れ壁際部の捨板水切が施工しやすいように角が出ているか確認してください。　          

【 確認③ 】 ●棟、谷はルーフィングが３重になっているか確認してください。

            

            

３. 下地の施工

  

3-1-1 野地板の施工

●必ず瓦施工前に下記の確認を行い、下地に問題がある場合は雨漏りの原因となります。

●野地板に不陸が無いことを確認してください。

●野地板は仕様規定に合った物をご使用ください。

●軒先の出は、軒先唐草の種類によって変わります。 　　

3-2-1 ルーフィングの貼り方

●アスファルトルーフィングを使用します。

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

大棟部（陸棟） 谷部

軒先部

＊２０㎜または４０㎜

この部分が３重になるようになっています

隅棟部

軒先と壁の取合い部

捨張り

平部 壁取合い部

ルーフィング 流れ壁 平行壁 増張り

軒先までのばす

LAMINATE 

１０００㎜

１０００㎜

５００㎜程度

１０００㎜程度

２５０㎜以上

２５０㎜以上
１００㎜以上

２００㎜以上

１００㎜

２００㎜
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アスファルトルーフィング

２００㎜以上

４０mm

軒先唐草Ｔ

ＹＳ-１１５

アスファルトルーフィング

１００㎜以上

３. 下地の施工

  
3-2-2 部位別（軒先部位の施工）

 　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

アスファルトルーフィング

     

LAMINATE 

構造用合板１２㎜以上

シ
ン

グ
ル

セ
メン

ト

カラーステンレス釘２５㎜

（釘頭シングルセメント）

軒先唐草

●軒先側から敷きはじめ、野地全体に水平にアスファ

   ルトルーフィングを敷きます。

   アスファルトルーフィングの継ぎ目は２００㎜以上の重

   ね、２段目以降の水平方向は１００㎜以上重ねます。
　　

　
 

②軒先水切のルーフィング納まり

●アスファルトルーフィングの出は軒先唐草の場合に

　 は軒先唐草先端から４０㎜程度離します。

　

　
 

①軒先部の納まり

●アスファルトルーフィングを張る前に軒先唐草を釘

   で取り付け、釘頭をシングルセメントでシールします。

　 板金の継ぎ目は５０mm以上重ねます。
　　

●アスファルトルーフィングを野地板に水平方向に敷

   きます。

   その際、アスファルトルーフィングは軒先唐草のタイ

   プによって異なります。
　

 

２
０
mmまた

は
４
０mm
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吊り子もしくはシングル釘による引っ掛け留め

構造用合板１２㎜以上

90

シングル釘（２５㎜）

シングルセメント（線付け）

構造用合板１２㎜以上

3-3-2 袖部位の下地施工（完成図）

　　

登り木（１５×３０）

ケラバ水切

カラーステンレス釘２５㎜

＊釘等でしっかりと外側から固定（板金と同色の釘）

ケラバ水切６０
Ｙ-２０２

 ３. 下地の施工

3-3-1 部位別（袖部位の施工）　　

3-3-2 袖部位の下地施工 　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

LAMINATE 

70

登り木（１５×３０）

釘もしくはビス留め（合板を抜かない長さ）

＊３０㎜以下

シングル釘（２５㎜）

ケラバ水切

6
0

塗装面

5

6
0

63

①登り木（１５×３０）を合板（コンパネ）の端に取り付け

   る。

②ケラバ水切を登り木の内側に留める。
　
　

 

①袖部の納まり

＊ケラバ水切を使用します。

●ケラバ水切は、軒先唐草、アスファルトルーフィング

   を施工後に取り付けます。

　

 

　
 

参考図／ケラバキャップ

　

 

右（Ｙ-６８０）

60
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 ３. 下地の施工

3-4-1 谷部の下地施工

 　　

　
 

２５０㎜以上

　

 

谷板水切（小）
シングルセメント
（線付け）

谷板水切（小）

①谷部にはアスファルトルーフィングを捨て張りします。アスファ

   ルトルーフィングの中心を谷の中心（センター）合わせて張り、

   両端部をステープルなどで留め付けます。ステープルなどは

　 谷の中心から２００㎜以内に打たないように注意してください。

②谷両側平部のアスファルトルーフィングは、谷の中心を越えて

   ２５０㎜以上張りのばします。

【板金工法】
●谷板水切を施工後、上からシングル材を被せる同質材仕上げ

　 工法等もあります。

●板金で仕上げる場合は谷板水切を吊り子で止め付けます。板

   金の継ぎ目では重ねを１００㎜以上確保し、重なり部をシングル

　 セメントをします。

１００㎜以上

捨張り

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

水
上
側

水
下
側

LAMINATE 

１０００㎜
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アスファルトルーフィング

【軒止まり壁取り合い部の納まり】

　

 

③捨板水切を止め付けます。

　 止め付けは壁側に釘止めします。

　

 壁

捨板水切

壁際捨水切Ｂ（右／左）
＊捨板水切加工でも可

アスファルトルーフィング

軒先唐草

３ . 下地の施工

3-5-1 下地ルーフィング・板金施工

　　【隅棟部の納まり】

　

 

アスファルトルーフィング
（増張り）

●両側からのアスファルトルーフィングは隅棟の中心を越えて、２５０㎜以上

   重ねて止め付けます。

　

 

【軒止まり壁取り合い部の納まり】

　

 

①アスファルトルーフィングは壁面に２５０mm以上立ち上げて止め付けます。

　
 

構造用合板１２㎜以上

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

壁

LAMINATE 

２５０mm以上

２
５
０
㎜
以
上

２
５
０
㎜
以
上

②壁際捨水切を軒先水切先端から１０mm出した位置に吊り子で止め付けます。

＊捨板水切加工でも可

　
 

シングルセメント

シングルセメント（線付け）

アスファルトルーフィング

１０mm

④捨板水切の端部はシングルセメントでシールします。

　

 

壁

壁際捨水切Ｂ（右／左）

＊捨板水切加工でも可

吊り子

アスファルトルーフィング

１００mm以上

●アスファルトルーフィングは壁面に２５０㎜以上立ち上げて止め付けます。

　

 

【壁取り合い部の納まり】

　

 

２５０mm以上

流れ方向

構造用合板１２㎜以上

壁 ２５０mm以上
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八千代折り

２
５
０
m
m
以
上

アスファルトルーフィング
（増張り）

　 　 

１５０mm以上

 入隅部 

　

 

 出隅部 

　
 

防水テープ

アスファルトルーフィング

流れ方向

①

②

③
④

流れ方向

流れ方向

3-5-2 下地ルーフィング施工

　　【入隅部・出隅部の納まり】

　
 

●入隅部・出隅部については下図のように施工してください。

　

 

【大棟部（陸棟）の納まり】

　

 

●大棟部（陸棟）のアスファルトルーフィングは、頂上から両側に２５０㎜以上

　 重なるように施工します。

　

 

構造用合板１２㎜以上

３ . 下地の施工

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

 壁

　

  壁

　

 

 壁

　

 

 壁

　

 

 壁

　
 

 壁

　

 

アスファルトルーフィング
（増張り）

防水テープ

２５０mm

１００mm

この部分が３重になるようになっています
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アスファルトルーフィング

シングル釘（２５㎜）

軒先唐草

　

　　
スターター／ラミネート（本体）カット

接着剤

シングルセメント

４ . 本体の施工

4-1-1 下地施工（割付）

【墨出し】

●ラミネート（本体）の墨出しは縦墨は必要ありませんが、横墨は数段に１本墨出しを行ってください。墨出しラインは、軒先唐草を使用

   する場合、軒先先端から１４３mmの倍数の位置に墨出しラインを引きます。

　　

●軒先唐草使用の場合

4-1-2 軒先部の施工 

 　　

4-2-1 袖部の施工

 　　

ラミネート（本体）

143

143

143

143

143

143

143

構造用合板１２㎜以上

80

15

3
590°

軒先唐草

　

 

軒先唐草の先端　

１
４

３
m
m

１
４

３
m
mの

倍
数

アスファルトルーフィング

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

シングル釘（２５㎜）

シングルセメント（線付け）

ケラバ水切

構造用合板１２㎜以上

カラーステンレス釘２５㎜

＊釘等でしっかりと外側から固定（板金と同色の釘）

登り木（１５×３０）

軒先唐草Ｔ

ＹＳ-１１５



12

釘打ちライン

スターター部分 ラミネート（本体）裏面

表 面 裏 面

カットライン

棟側

軒先側

1000

3
3
3

 ４. 本体の施工

4-3-1 スターター施工／ラミネート（本体）

①スターターはラミネート（本体）を裏返して、上部の一層部分を段差に沿って切り離して使用します。

　　

②スターターは、棟側を軒先側にしてご使用ください。

　　

③ラミネート（本体）から切り残った軒先側は棟際等にご使用ください。

　　

カットライン

切断側

（カットライン）

接着剤

軒先側

＊棟際等に再利用

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

接着剤

スターター部分 ラミネート（本体）裏面

スターター部分

接着剤
棟側

軒先側

カットライン

カットライン
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 ４. 本体の施工

4-4-1 平部の施工方法Ⅰ

　　
アスファルトルーフィング

軒先唐草

　

　　

シングルセメント

ケラバキャップ

ケラバ水切

　

　　

スターター

＊ラミネート（本体）カット品

＊ケラバ水切（袖）には釘を打たないでください。

　雨漏れの原因となります。
　

シングルセメント

２５mm程度

シングルセメント

ラミネート（本体）

シングルセメント

＊線付け

30

40

シングルセメント

③軒先唐草にシングルセメントを線状に塗布します。

④葺き始めのスターターは、ラミネート（本体）の

   継ぎ目から１００㎜以上ずれるようにカットします。

30

⑤スターターは左記の図のように釘留めします。

   定尺品１枚につき４本（強風地域では６本）の

   釘で止め付けます。釘を板金に打たないよう

   に注意し、軒先から７５～１００㎜の位置に打ち

   付けます。

⑥軒先唐草を使用した場合は、軒先先端とスタ

   ーターの先端を合わせて葺き始めます。

⑦１段目は定尺品で葺き始めます。

⑧軒先から３０㎜程度の位置にシングルセメント

   を線状に塗布します。

＊シングルセメントの塗り過ぎは、膨れなどの原因

   となりますので注意してください。

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

アスファルトルーフィング

アスファルトルーフィング

シングル釘（２５㎜）

軒先唐草

アスファルトルーフィング
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 ４. 本体の施工

4-4-2 平部の施工方法Ⅱ

　　
⑨ラミネート（本体）を軒先先端に合わせて釘で留

   め付けます。釘はケラバ板金（水切）の横から打

   ち始めます。シングル釘は、ラミネート（本体）の

   釘打ちラインより少し上に打ちます。定尺１枚に付

   き４本（強風地域では６本）の釘で留め付けます。

＊ケラバ水切には釘を打たないでください。

   雨漏れの原因となります。

＊ラミネート（本体）の継ぎ目がスターターの釘及び

   継ぎ目の位置と重ならないように注意してください。

⑩平部２段目以降の施工２段目は１段目の継ぎ目か

   ら１６５㎜以上ずれるようにカットした物を使用します。

⑪２段目のラミネート（本体）の軒先側を１段目のクシ

   形上部に合わせて重ね、釘留めします。

シングルセメント

＊線付け

ラミネート（本体）

アスファルトルーフィング

釘打ちライン

スターター

30

30

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

シングル釘（２５㎜）

シングル釘（２５㎜）

シングル釘（２５㎜）

ラミネート（本体）

ラミネート（本体）

アスファルトルーフィング

スターター

釘打ちライン

アスファルトルーフィング

スターター

シングルセメント

＊線付け

釘打ちライン

クシ形上部

ケラバ水切

ケラバ水切
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雪止め金具

246

1000

1000

246246246246246246

雪止め金具

1000

13
0

26
0

雪止め金具の形状・寸法（参考図）

1000

1000

ビス留め

1000

40

1000

 ４. 本体の施工

4-4-3 平部の施工方法Ⅲ

　　

4-5-1 雪止め金具基準

 　　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

◆下図は雪止め金具を取付けた状態

LAMINATE 

シングルセメント

＊線付け

シングル釘（２５㎜）
アスファルトルーフィング

246

⑬雪止め金具の取り付けは左図のように、両端部よ

   り２４６ミリ内側のラインに雪止め金具を取り付けて

   ください。

　 取り付けはビスで多雪地域ではビスを３本施工す

　 るようにしてください。

＊雪止め金具を基準通り取付けても、気象条件など

   によっては、雷が落下することがあります。

＊雪止め金具を取付けた上の屋根材を歩行しない

   でください。割れの原因となります。

雪止め金具

施工例（参考図）

ラミネート（本体）

246
246

246

⑫２段目以降も同様に各段の継ぎ目が１６５㎜以上

   ずれるように葺きます。各段２枚目以降は定尺品

   を使用します。

ラミネート（本体）

30

スターター

釘打ちライン
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 ４. 本体の施工

4-6-1 板金仕上げ：谷の施工方法

　　
【注意事項】
●板金仕上げ谷工法の谷中心部では防水紙は３重

   になります。

①谷の中心から両側５０ｍｍ程度の位置に墨出し線

   を引きます。

②ラミネート（本体）はこの墨出し線でカットして施工

   してください。

③カットしたラミネート（本体）の端部は、上隅を切り

   取りシングルセメントで接着します。

④釘は谷板水切に打たないように注意してください。

【注意事項】
●釘は谷板水切や谷の中心から２００㎜以内に打た

   ないように注意します。

【注意事項】
●ラミネート（本体）補強のため、谷芯より４０～５０㎜

   の位置にシングルセメントを線付けしてください。

谷中心から５０mm

谷芯

ラミネート（本体）

谷板水切（小） 隅出し線

シング
ルセ

メント

谷芯

アスファルトルーフィング

シ
ング

ル
セ

メント

40～50㎜

50

シングルセメント

＊線付け

谷板水切（小）シングルセメント

＊線付け

構造用合板１２㎜以上

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

シングル釘（２５㎜）

シングル釘（２５㎜）

谷芯



17

 ４. 本体の施工

4-7-1 大棟部（陸棟）：板金仕上げ工法

　

棟包

アスファルトルーフィング

棟芯

104

25

18

②笠木（１８×９０）を取り付け、棟包を取り付けま

   す。

＊笠木とラミネート（本体）際は、シングルセメント を

   します。

①平部最上段は、スターター（本体から切り出し

   た部材）の残りや、ラミネート（本体）の働き部

   分の働き部分で葺き上げます。

　

笠木（１８×９０）

棟巴

棟包

シングル
セ

メント

ケラバ水切

笠木（１８×９０）

ラミネート（本体）

構造用合板１２㎜以上

シングルセメント

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

ラミネート

＊スターター残り及び本体加工
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笠木（１８×９０）

 ４. 本体の施工

②笠木（１８×９０）を取り付けます。

③棟包を取り付けます。

隅芯

4-7-2 隅棟部：板金仕上げ工法

　

棟包

アスファルトルーフィング

棟芯

104

25

18

笠木（１８×９０）

ラミネート（本体）

構造用合板１２㎜以上

①ラミネート（本体）を隅棟の中心でカットして施工します。

棟巴

シ
ン
グ

ル
セ

メ
ン
ト

●笠木（１８×９０）を取り付け、棟包を取り付けま

   す。

＊笠木とラミネート（本体）際は、シングルセメントを

   します。

シングルセメント

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

棟包
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アスファルトルーフィング

たて胴縁

外壁材

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
立
上
げ
２
５
０
㎜
以
上

捨板水切

4-8-2 壁止まり部：平行壁際

　　

 ４. 本体の施工

4-8-1 壁止まり部：流れ壁際　

ラミネート（本体）

シングルセメント

【笠木無仕様】
①捨板水切までラミネート（本体）を施工します。

②ラミネート（本体）を施工後、笠木・雨押水切を取

   り付けます。

③雨押水切とラミネート（本体）が隙間なく、くっつく

　 ように雨押水切をなじませてください。

【注意事項】
●ラミネート（本体）は、壁際に立上げて施工するこ

   とは出来ません。

【笠木無仕様】
①最上段には、スターター（本体から切り出した部

   材）の残りや、ラミネート（本体）の働き部分の働

   き部分で葺き上げます。

②ラミネート（本体）の施工後、笠木・雨押水切を取

   り付けます。

③雨押水切とラミネート（本体）が隙間なく、くっつく

　 ように雨押水切をなじませてください。

【注意事項】
●ラミネート（本体）は、壁際に立上げて施工するこ

   とは出来ません。

たて胴縁

外壁材

ル
ー

フ
ィ

ン
グ

立
上

げ
２

５
０

㎜
以

上

雨押水切

ラミネート（本体）

構造用合板１２㎜以上

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

笠木（１８×９０）

雨押水切

雨押水切

笠木（１８×９０）

笠木（１８×９０）
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＊３３３㎜

出違い部の軒先から余分に出ている部分をカット

＊３３３㎜

＊３３３㎜

構造用合板１２㎜以上

スターター

構造用合板１２㎜以上

スターター

シングル釘（２５㎜）

シングルセメント

シングルセメント

＊線付け

 ５. すがり部の施工

5-1-1 軒の出違い部（すがり部）

　

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

スターター

LAMINATE 

ラミネート（本体）

アスファルトルーフィング

軒先唐草

ラミネート（本体）

アスファルトルーフィング

④ラミネート（本体）を釘で留め付けます。

タブ（２枚重ね上部）

シングルセメント

シ
ン

グ
ル

セ
メ
ン

ト

裏面：接着剤

ラミネート（本体）

ラミネート（本体）

①軒の出違い部で軒先が引っ込んでいる部分

   では、出っ張った余分なラミネート（本体）は

   必ずカットしてください。

【注意事項】

●ラミネート（本体）が軒先から余分に出た状態

   で放置すると、風を巻き込み、納まりの不具合

   の原因になります。

②ラミネート（本体）の裏面下部には接着剤があ

   ります。この部分をカットした場合には、接着剤

   の代用にシングルセメントを線状につけてくだ

　 さい。

③ラミネート（本体）の下部をカットした場合、２重

   タブ部がめくれる場合があります。タブ部分が

   めくれる場合はシングルセメントをつけて圧着

   してください。

裏面：接着剤

裏面：接着剤
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ラミネート（本体）

15

片流れ棟

3
0

棟木

【施工例】

 ６. 片流れ棟の施工

6-1-1 片流れ棟部の施工（参考図）

　
●片流れ棟部位の笠木を取り付ける位置は

   各勾配ごとに調整してください。

●棟木部分（○部分）の仕上げ材として板金or

   サイディングを差し込む場合は材料の厚みに

   合わせ５㎜～２０㎜隙間をあけて調整してくだ

   さい。

●左記の納まりは基準となりますが現場の状況、

   地割に等により納まり方は異なります。

【注意事項】

●片流れ棟は現場状況によって納まりが異なる

   為、現場状況に合わせ作成ください。

片流れ棟（参考図）

　

 

構造用合板１２㎜以上

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

1
5
0

190

30

6

6

18

1
5
0

190

30

6

6

18

補助木（１５×３０等）

笠木（１８×９０）

笠木（１８×９０）

シングルセメント

片流れ棟

ケラバ水切

ラミネート（本体）

50

片流れ棟

KN-A１５０
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 ７. トップライト部の施工

7-1-1 トップライト部の施工（参考図）Ⅰ

　

●各トップライトメーカーのマニュアルに従って施

   工してください。

　  トップライトの水切りについては、薄型スレート

   用の板金をお使いください。

　（捨て水切りタイプも施工可能です)

①トップライトの左右と下部のトップカバーを外し、

   アスファルトルーフィングをトップライトの外枠上

   端より１㎝下まで立ち上げます。

アスファルトルーフィング

板金

上部水切り

トップカバー

②下部水切りをはめ込み、左右はＬ型板とラミネ

   ート（本体）がサンドイッチ上に交互に重なるよ

   う下部から順に葺き重ねてください。

③上部トップカバーをはずし、①で外した左右・

   下部のアルミカバーを取り付けます。上部水

   切りを取り付けてから、上部トップカバーをか

   ぶせて、ビスで固定します。

シングルセメント

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

板金

板金
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 ７. トップライト部の施工

7-1-2 トップライト部の施工（参考図）Ⅱ

　

④上部水切りの上にかぶせるようにラミネート（本体）

   を施工します。

＊煙突廻りはトップライト同様アスファルトルーフィング

   を立ち上げ、水切り板金を止めてください。

＊雪割りについては、別途現場加工をしてください。

＊円型形状の開口部も対応可能です。

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
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 ８. 換気棟の施工（参考）

8-1-1 大棟部換気棟板金仕上げ（板金工法／参考図）　

⑥換気棟板金を使用する場合は、仕様の詳細は

   棟換気メーカーにお問い合わせください。

ラミネート（本体）

棟換気部材（参考図）

アスファルトルーフィング
構造用合板１２㎜以上

LAMINATE 

「 ラ ミ ネ ー ト 」
   

 開口穴６０㎜


